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関連産業、そしてグーグルやヤフーのような IT 産業が第四段階である。とくに、1980 年
代後半、半導体産業は日本との競争に敗れ、シリコンバレーは危機的な状況に陥ったが、
新しい企業を生み出しながら、PC や IT の産業へと転換に成功した。現在は第五段階に向
っている。 










                                                   
12 リー・ミラー・ハンコック・ローエン編（2001）上、pp.10-17 参照。 
13 サクセニアン（1995）、p.76 参照。 
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14 サクセニアン（1995）、p.29 参照。 
15 ジョイントベンチャー・シリコンバレー・ネットワークに関する評価はさまざまあるようである。ケ
ニー（2002）参照。 
16 サクセニアン（1995）、p.283 参照。 






18 Maillat, L échot, Lecoq & Pfister（1996）、および 3 度の現地調査による。 
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Patek Philippe などと合併する以前の Longines や Omega のような統合メーカーもいく
つかあった。現在 600 社の時計関連メーカーと 35,000 人の人々が働いている。ほとんど
が従業員 100名以下の中小企業であり、従業員が 500名以上の大企業は 10社に満たない。













































 1993 年におけるプラートの出荷額は 6 兆 4,410 億リラであった。繊維機械の売上高も











                                                   
19 Maillat, L échot, Lecoq & Pfister（1996）p.21 
20 Maillat, L échot, Lecoq & Pfister（1996）p.19 




党支部等の地域発展に向けた ‘substaintal openess of mind’ である。p.44 
産業集積の転換可能性 







































                                                   
23 岡本（1992）参照。 
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24 リー・ミラー・ハンコック・ローエン編（2001）上、p.9 
25 清成・岡本（2000）参照。  
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29 浜松の事例において、坂本が第 5 回法政大学地域研究センター国際シンポジウムで報告しているが、
浜松における起業家のほとんどは外部から来た人間である。この現象は多くの日本の産業集積でみられる。 
30 D.Maillat（1992）、p.176 参照。 
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